
香川県広域水道企業団 水道事業 地区別意見交換会 議事録 

 

中讃ブロック統括センター 

開催日時 令和 7 年 12 月 18 日（木） 13：21～14：08 

開催場所 坂出市役所 3階 中会議室 2 

出 席 者 委員 13 名 企業団職員 14 名 

傍 聴 者 なし 

内 容 １ 開会 

２ 議題 

（１） 令和 6 年度決算の概要について 

（２） 水道料金の統一について 

（３） その他 

３ 閉会 
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１ 開会 

所長が挨拶を行う。 

 

２ 議題 

（１） 令和 6 年度決算の概要について 

企業団より説明を行う。 

「丸亀事業体の赤字要因は。」 

「固定資産の整理として、主は会計上のもので現金ではない。」 

 

（２） 水道料金の統一について 

企業団より説明を行う。 

「水道料金の改定は大変気になっているが、どういった状況か。」 

「現在、事業体ごとに異なっている料金を令和 10 年度以降、統一するため

検討している。事業体によっては上下するが、高松事業体の料金体系をも

とに、極力不公平感が生じないよう議論を重ねている。」 

 

「高松事業体の料金体系を基準にするのはどうか。人口が多いところではな 

く、平均を取るべきではないか。県民や消費者のことを考え、その辺りも

十分考慮に入れてもらいたい。」 

「現在、水道事業等審議会で検討しており、意見は本部にも伝えたい。」 

 

（３） その他 

「全国的に管路事故が多発しているが、調査の状況は。」 

「毎年、管路点検を行うとともに、漏水調査を行い、未然防止と併せて、修繕
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対応に努めている。」 

 

「本県は長年、水不足に悩まされてきた。今年は雨量も少なく、早明浦ダム

や自己水源の状況等、とても気になるところである。耐震化等施設の整備

も必要だが、いざというときに水がないといった状況を懸念する。」 

「毎年のように取水制限となっているが、今年も降雨量が少なく、取水制限

となった。自己水源も厳しい状況にあった。水処理を行う施設や耐震化が

必要な管路等、整備に要する費用が必要である一方、節水意識や人口減少

等から収益は年々下がり、厳しい経営環境となっている。懸念のような状

況にならないよう職員一同、日々努めている。独立採算の水道事業におい

ては、料金収入以外、その原資はないため、どうしても料金改定が必要と

なる。極力値上げ幅を抑えるよう努めたいが、どうしてもやむを得ない改

定については、ご負担をお願いすることになる。ご理解いただきたい。」  

 

３ 閉会 

 


